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習
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○ 総合学習Ⅰ

「自律」をテーマに自ら考え行動出来る力を総合
的に学ぶ時間として設定する。またSGDｓを通して
自ら問題発見脳力・問題解決能力を身につけ、積
極的に学ぶ（マネブ）環境を作り、総合学習成果の
発表・実践の場とする。

１
通
142 ○ △

○ 志学Ⅰ

教育理念と学生行動指針に沿い、行動の仕
方、心の持ち方、あるべき姿を深く学び考え、社
会から必要とされ続ける“人財”となるべく基本
的思考、行動習慣を身につけていく。

１
通
32 ○ △

○
エアライン
概論Ⅰ

国内・国際を含め航空会社についての業務知
識の習得・演習・実習および企業連携授業にお
いては企業の方から直接的に知識・技術習得
の機会とする。

１
通
216 ○ △

○
ホスピタリティ
コミュニケー
ション

社会人としての最低限必要な知識・マナーの習得
を目的とする。企業で必要とされる電話応対・立ち
居振る舞いを身に付ける事などスキルの向上を図
る。救急救命法の資格取得も目指す。

１
通
44 ○ △

○ 実用英語Ⅰ

世界公用語としての英語の基礎として文法を主
に身に付ける事を目的とする。英文法・英文読
解・英作文等の基本を学び、英語における総合
的な基礎を学ぶ。

１
通
344 ○ △

○
ビジネス実務
Ⅰ

社会人として必要とされる資質や職務知識・一
般知識を習得する。また実技においては社会
において必要不可欠なPCスキル・マナー接遇
の実践を行い、基礎を身につける。

１
前
84 ○ △

○ 就職実務Ⅰ
就職活動で大きな要素を占める面接スキルの
向上を図る。面接者の意図を理解し、企業の想
いを知る事でよりよいキャリア形成を育む。

１
通
114 △ ○

単位時間１年次合計 976 時間
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別表１

教育課程及び授業時数

（商業実務専門課程エアラインビジネス科3年制）

授業科目名 授業科目概要

授業方法分類

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

○ 総合学習Ⅱ
「自律」から「自立」をテーマに自ら考え行動出
来る力を総合的に学ぶ時間として設定する。

２
通
70 ○ △

○ 海外語学研修
日本国内において習得した英会話力を海外提
携校において更に実践力にまで高める事を目
的とする。

２
通
244 △ ○

○
エアライン
概論Ⅱ

客室乗務員に必要な資質・知識を習得する。ま
た企業連携において航空会社職員を講師に招
き、業界で活かすため実践力を身につける。

２
通
60 △ ○

○ 実用英語Ⅱ

世界公用語としての英語の基礎として文法を主
に身に付ける事を目的とする。英文法・英文読
解・英作文等の基本を学び、英語における総合
的な基礎を学ぶ。

２
通
350 ○ △

○
ビジネス実務
Ⅱ

国際儀礼や世界標準マナーとしての国際的なマ
ナーやエチケッ トを学び、文化や宗教の違いを理
解し、世界共通のマナールールを習得する。マ
ナープロトコール検定取得を目指す。

２
後
44 ○ △

○
ホスピタリティ
コ ミ ュニケー
ション

客室乗務員に必要な救命救急法を学び、資格取
得を目指す。また人に伝える方法としての話し方・
伝え方についてプロのアナウンサーの方から学ぶ
機会とする。

２
通
24 ○

○ 就職実務Ⅱ
就職活動で大きな要素を占める面接スキルの
向上を図る。面接者の意図を理解し、企業の想
いを知る事でよりよいキャリア形成を育む。

２
後
84 △ ○

単位時間２年次合計 876 時間
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別表１

教育課程及び授業時数

（商業実務専門課程エアラインビジネス科3年制）

授業科目名 授業科目概要

授業方法分類
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次
・
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期
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○ 総合学習Ⅲ
「自律」から「自立」をテーマに自ら考え行動出
来る力を総合的に学ぶ時間として設定する。

３
前
70 ○ △

〇 志学Ⅱ

何のために“生きるのか”“学ぶのか”“働くのか”
を、社会との繋がりの中で自身の生きる姿勢や
志について考え、将来の「やりがい」に繋がるこ
とを見出し、準備をする。

３
前
40 ○ △

○ 実用英語Ⅲ

聞く「Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ」書く「Ｗｒｉｔｉｎｇ」を中心に英語力のさら
なる向上に努める。TOEIC Ｒｅａｄｉｎｇで肝となる時間管
理と解答スピードを上げる。解き方のポイントを指導しな
がら、問題演習の実施を行う。

３
通
204 ○ △

○ 中国語
中国人旅行者対応力の基礎を身に付ける事を
目的とする。インバウンド増加に伴い、海外より
の渡航者対応力の向上を図る。

３
前
42 ○ △

○
ホスピタリティ
コミュニケー
ションⅡ

グローバル社会に必要な異文化理解に寛容な
態度を身に着けるために、諸外国との差異や文
化の多様性を学び、共存・共栄について考え
る。

３
前
12 ○ △

○
エアライン概
論Ⅲ

国内・国際を含め航空会社についての業務知
識の習得・演習・実習の実施。また内定先の企
業研究を行いさらに知識を深める。

３
前
28 ○ △

○ 観光概論Ⅱ

郷土の歴史・文化を知り渡航者へ伝えるプレゼ
ンスキルの取得を目的とする。知識のみならず
見聞・体験し実践を図る事で自身のルーツを感
じ発信していく力を養う。

３
前
72 ○ △

〇
選
１

就職実務Ⅲ
就職活動で大きな要素を占める面接スキルの
向上を図る。面接者の意図を理解し、企業の想
いを知る事でよりよいキャリア形成を育む。

３
前
56 △ ○

○
選
２

入社前トレー
ニング

進路決定者に関しては就職先にて必要不可欠
な一般常識・専門用語を習得する。

３
前
56 ○

〇
選
３

総合学習Ⅲ
「自律」から「自立」をテーマに自ら考え行動出
来る力を総合的に学ぶ時間として設定する。

３
後
152 ○ △
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別表１

教育課程及び授業時数

（商業実務専門課程エアラインビジネス科3年制）

授業科目名 授業科目概要
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配
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年
次
・
学
期

授
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時
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〇
選
３

実用英語Ⅲ

聞く「Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ」書く「Ｗｒｉｔｉｎｇ」を中心に英語力のさら
なる向上に努める。TOEIC Ｒｅａｄｉｎｇで肝となる時間管
理と解答スピードを上げる。解き方のポイントを指導しな
がら、問題演習の実施を行う。

３
後
44 ○ △

〇
選
３

ホスピタリティ
コミュニケー
ションⅡ

挨拶・自己紹介・日常会話程度の手話でのコ
ミュニケーションを図る。また簡単な接客会話で
の手話表現ができる。

３
後
30 ○ △

〇
選
３

観光概論Ⅱ

郷土の歴史・文化を知り渡航者へ伝えるプレゼ
ンスキルの取得を目的とする。知識のみならず
見聞・体験し実践を図る事で自身のルーツを感
じ発信していく力を養う。

３
後
48 ○ △

〇
選
３

ビジネス実務
Ⅲ

企業現場で必要となる、ビジネスマナー・敬語・
働く姿勢・心構えの他、一般教養や社会的な常
識、社会制度などの知識も習得する。

３
後
70 ○ △

〇
選
4

チャレンジイン
ターンシップ

講義等で得た知識を実践の場で体験を行う事
を目的とする。就職を意識し企業観察を同時に
行い、就職後をイメージした研修を実施する。

３
後
344 ○

単位時間

単位時間

※　選１若しくは選２を選択
※　選３若しくは選４を選択

2,720 時間合計　29　科目

３年次合計 868 時間
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